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自閉症障害児の 母親 に対する ビデオ フ ィ ー ドバ ッ ク と

　　　　 チ ェ ッ ク リス トを用 い た介入の効果

上野　　茜
・
野呂　文行

　本研究で は 2名の 自閉性障害児の 母親に対 して ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク とチ ェ ッ ク リ

ス トを用 い た介入 を実施 し、親の 適切行動の 生起 に有効で あるか に つ い て検討した 。

両参加者とも 「着替 え」場面 を介入場面 として設定し、参加者間多層 ベ ース ラ イ ン デ

ザイ ン が用 い られ た 。 そ の 結果 、 ビデ オフ ィ
ー ドバ ッ ク の み の 介入 にお い て は親の 行

動は変容しなか っ た。 しか し、親子の 行動の チ ェ ッ ク リス トを家庭場面 と介入場面 の

両方 で 用い る こ とで、親の 行動が変容 し、子 どもの 目標行動 も達成 され た 。 こ の こ と

よ り、ビデ オフ ィ
ー ドバ ッ ク とチ ェ ッ ク リス ト形式の 筆記記録 を併用す るこ とで、親

の 自己記録が促進 され る こ とが示唆され た 。 本研究の 限界として 、 指導者がチ ェ ッ ク

リス トを作成 した ことが挙げ られ 、 今後 は集団形式の ペ ア レ ン ト トレーニ ン グ へ の 適

用に 向けて 、 親がチ ェ ッ ク リス トを作成で きる ような介入内容を検討 して い く必要が

ある と考えられ る

キー ・ワ ー ド 自閉性障害
・ベ ア レ ン トトレ ーニ ン グ ・ビデ オ フ ィ

ー ドバ ッ ク
・チ ェ

ッ ク リス ト
・自己記録

1．問題と目的

　発達障害児 に対す る支援にお い て、その 親を

支援の 対象 として含め る こ とは重要で ある 。 わ

が国 で も2005年に発 達障害者 支援法が施行 さ

れ 、 親 をは じめ とする家族 へ の 支援 に つ い て 必

要な措置を講ずる こ とが 定め られ て い る。親に

対する支援の ひ とつ に、ペ ア レ ン トトレ
ー

ニ ン

グがある 。
ペ ア レ ン ト トレ

ーニ ン グ とは 、 子 ど

もの ス キル 獲得や行動上 の 問題 を解決する ため

に 、 親が 身に つ けたほ うがよ い 知識や ス キ ル を

獲得で きる ように 意図 された行動理 論に もとつ

くア プ ロ ーチ で ある （Scharefer＆ Briesmeister，

1989）。

　 ペ ア レ ン トトレーニ ン グの 中で親 に対 して ビ

筑波大学大学院　人 間 総 合 科 学 研 究 科

デ オ フ ィ
ー ドバ ッ ク を用 い た介入は、有効 な介

入方法 とされて い る （例えば ， Reamer ，　Brady，

＆ Hawkins，1998）。 ビ デ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク は自

身の 行動を視聴で きる こ とよ り、 自己 記録に効

果 が あ る とい われ て い る （Embergts ，
2000 ；上

野 ・野呂，2010）。 す なわ ち、親が 自身の 行動 を

ビデ オ の 映像を通 して 視聴する こ とで、自身の

行動 を客観的に観察、記録する こ とがで き、 次

の 標的場面で 適切 な行動が 生起 しやす くなる と

考えられ る 。 こ れ ま で の ペ ア レ ン ト トレーニ ン

グ にお ける ビデ オ フ ィ
ー ドバ ッ ク を用 い た介入

方法は、 ビデ オ を視聴す る だ けで な く、弁別訓

練や リ ハ
ー

サ ル を行 っ た もの （Reamer 　et　al．
，

1998 ）、 自己記録 を併用 した もの （細 谷 ・藤

田
・井上 ， 1995）等が挙げ られ る 。 さ らに Pha −

neuf 　and 　Mclntyre （2007）は 、 集団形式の ペ ア

レ ン ト ト レーニ ン グにおける付加的な介入 とし
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て、個別的ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を用い て い る 。

しか し こ れ らの 研究 は 、 親の 適切 な養育行動 の

維持 、 般化 に効果がある とい う結果を導 きだ し

た が 、 どれ も指導者が 直接観察して い た り、 ト

レーニ ン グ場面か ら家庭場面へ の 般化を測定し

て い ない 。

一
方で、指導者が標的場面を直接観

察する こ とは、親の 適切行動が生 起する確立 操

作 と して 機能 し、 場面間の 般化や 自己 ある い は

他者か らの フ ィ
ー

ドバ ッ クが 遅延 され る こ とが

問題 と して挙げられ る。

　上野 ・野呂 （2010）は 3 名の 自閉性 障害児 の

母親に対 し、家庭場面に指導者が 不在、母親が

ビデ オ撮 影す る条件 で 、弁別訓練 とリハ
ーサル

を用 い た ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行っ た 。 その

結果、すべ て の 母親が 介入場面におい て は効 果

がみ られ 、 場面間の 般化や フ ィ
ー

ドバ ッ ク の 遅

延に 関す る 問題 は 解決 さ れ た が、介入履歴 の な

か っ た 1 名の 母親は 、 般化場面にお い て 適切 行

動が生起せず、子 ど もの 目標行動 を達成する こ

とが で きなか っ た 。 こ の こ とよ り、ビデ オ フ ィ

ー ドバ ッ ク を実施する前の 参加者の 条件 を統 制

す る こ と （口頭 と書面 に よる教示 を実施 した後

に ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 うこ と）が必要で

あ る と考え られ る 。

　また、弁別訓練 を行 うため には介入 を行う前

にあ らか じめ指導者が ビデ オ編集を してお く必

要が あっ た 。 介入場面で は 1週間前に受け取 っ

た 映像 （すなわち 2 週間前 の 映像）を用 い る こ

とに な り、大 きな タイ ム ラグが生 じる 。 上野 ・

野 呂 （2010）で は 、 すべ て の 参加者 にお い て 、

介入場面で 効果がみ られたこ とよ り、そ の こ と

に関する問題 はなか っ た 。 しか し参加者に よ っ

て は、介入の 即時性が要求 され、タイ ム ラ グ が

問題 となる場合 （例 えば、親の 課題 （目標行動）

が複数 にわた っ て い る場合）も考えられる 。 し

たが っ て 、未編集の 映像で も同様の 効果 を示す

こ とがで きるか どうかに つ い て検討する必要 が

ある と考え られる 。

　従来の ペ ア レ ン トトレ ーニ ン グ にお い て は、

宿題や 筆記記録の 提 出が行 われ て きた 。 それ ら

は指導者に対す る報告の機能 と、子 ど もの 行動

を記録する こ と で 自身の 養育行動 を振 り返 り、

次の 支援手続 きの 検討を行 う機能 （すな わ ち自

己記録や 自己評価）が ある と考えられ る。

　 ペ ア レ ン トト レ
ー

ニ ン グ で 行わ れ る筆記記録

は 、子 ど もの 行 動 に 関 す る もの が 多 い が 、

Sander　and 　Glynn （1981） は、親の 自己記録や

自己評価 を含んだ 自己管理 ス キ ル を ト レ
ー

ニ ン

グす るため に親の 行動項 目か らなる チ ェ ッ ク リ

ス トを用 い 、 親の 行動変容に効果が ある こ とを

示唆 した 。 また、自身の 行動に関す る記録 の 効

果と して 、Nelson　and 　Hayes （1981） は 、 記録

用紙そ の もの が 「弁別刺激」 と して 機能 し、 目

標行動が変容され る可能性 （す なわち反応性効

果 ：reactivity 　effect）を指摘 し、　 Frederiksen
，
　Ep−

sterin　and 　Kosevsky （1975）は、自己記録の 効

果 は 、 目標行動が起 きた後すぐに記録が行われ 、

また 自己記録 が繰 り返 し行わ れ た時ほ ど効果的

で あ る と述べ て い る 。 家庭場面 にお ける筆記記

録 は、指導者 が不在 の 条件で も弁別刺激や確立

操作と して 機 能 し、親の 行動に関する筆記記録

とビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を併用する こ とで 、 上

野 ・野 呂 （2010）の タイム ラグの 問題 を補完し 、

親の 自己記録 、行動変容を促進する と考 えられ

る 。

　以上 の こ とよ り、本研 究で は 自閉性障害児 と

その 母親 に対 して 、タイ ム ラ グ の 問題 を解決す

るために未編集の 映像を用 い て ビ デ オフ ィ
ー ド

バ ッ クを実施 し、さら に 親の 自己記録 を促進す

るため に、家庭場面 に お ける チ ェ ッ ク リス トを

用い るこ と で 、親の 適切行動の 生起 に有効で あ

るか に つ い て 検討す る こ とを目的と した 。

皿．方法

　 1．参加者

　医療機関 にお い て 自閉性 障害 と診断 され た2

名の 児童 （A 児 と B 児） とその 母親が本研究に

参加 した 。 両参加者は C 大学にお い て 、 週 1回1

時間の 教育相談を受け て い た 。

　 （1）参加児 ： A 児は、保 育園年長 クラ ス に

在籍す る男児 で あ っ た 。 X − 1年 4 月 よ りC 大

学の 教育相談 を受 けて い た 。 本研究開始時 （X
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自閉症 障 害 児 の 母 親 に 対 す る ビ デ オ フ ィ
ードバ ッ ク とチ ェ ッ ク リス トを用い た 介入の 効果

年 7 月）の 生活年齢 は 5 歳 10か 月で あ っ た 。 5

歳 7 か 月時に実施 した田 中ビ ネー知能検査の 結

果は 、 精神年齢 2歳 8 か月 、 知能指数 44、 S−M

社会生活能力検査の 結果は、社会生活年齢 2 歳

8 か月 、 社会生 活指数47．8で あっ た 。 「や っ て 」、

「ち ょ うだ い 」、物の 名称等、音声が不明瞭で レ

パ ー トリーも限定的で はあ るが 、 1語文 に よる

要求は可能で あ っ た 。 教育相談時の 行動観察に

よる と、見本合 わせ課題等 、 特に 学習面の 課題

におい て 、 刺激へ の 注意が そ れや すく、教材 を

笑い なが ら投 げた りす る 行動が み られ る こ とが

あ っ た 。 こ れは本児が課題終了の 見通 しが持て

なか っ た り、課題の 負荷が高か っ た りする こ と

が原 因と して考えられ た 。 これ らは課題か らの

逃避 で維持 されて い る と考え られ た 。 また大学

の 相談室 に来る際 、 車 を降 りて か らプ レ イ ル ー

ム まで の 移動の 間で、母親の 手を振 り払 っ て 走

る、別の 方向へ 行 っ て しまう等が多 々 あ っ た 。

こ れ らは母親の 注 目で 維持 され て い る と考え ら

れ た 。

　家庭場面で は 、 保育園か ら帰宅後の 過 ご し方

と して、好み の お もちゃ で 遊ん だ りDVD を見

た りす る こ とが 多 く限定的で あっ た 。 当時の 様

子 として 、持 っ て い る お もち ゃ に飽 き、DVD

が機械の 故障で 見る こ とがで きな くな り、特 に

母親が 家事 をして い る時間帯で 、 行動上 の 問題

が見 られ て い た 。 具体的 には 、 洗濯中に洗濯機

の ボ タ ン を押す （ボ タ ン を押す こ とで 再度 ， 洗

濯 を しなけれ ば な らな くなる ）、電気の ス イ ッ

チ をつ けた り消 した りを何度 も繰 り返す こ とが

挙げ られ た 。 また 、 3 歳の 妹 とお もちゃ の 取 り

合い を した り、その 中で 妹 を押 し倒すこ と もあ

っ た 。 A 児の 家族構 成は 、 父 親、母 親、　 A 児、

妹、祖父、祖母、叔父の 7 名で あ っ た 。 母親よ

り他の 家族 の こ とに つ い て は 、「こ とば が ほ と

ん どない た め 、母親以外 の 家族 （特 に祖父 母）

との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が難 しい 」、 「関わ る機

会が少 ない 」 との 報告が あっ た。また、生活 リ

ズ ム も祖父母や叔父 とは異な り、食事や お風呂 、

洗濯等は別 々 に行 っ て い る との こ とだ っ た 。 父

親 も帰 りが 遅い た め、母親が家事や子 どもた ち

の 相手をする ことが ほ とん どだ っ た 。 投薬 は受

けて い なか っ た 。 身辺 自立 に つ い て は 、 着替え

は朝だ と時間に余裕が なか っ た り、 お風 呂の 後

だ と妹 も
一
緒で 両方へ の 対応が 難しか っ た りす

る た め 母親が や っ て しま っ て い る との 報告が あ

っ た 。 排泄は 自立 し て お らず、保育園で は トレ

ーニ ン グパ ン ツ をは くこ と もあ っ たが 、 家で は

ほ とん ど紙おむつ で 過ご して い た 。

　 B 児は、特別支援学校 （知的障害）小学部 6

年に在籍する男児で あっ た 。 X − 7年 4 月よ り

C 大学 の 教育相談を受けて い た。本研究開始時

（X 年 4 月）の 生活年齢は ll歳 11か 月で あ っ た。

ll歳 11か 月に実施 した新版 K 式発達検査の 結果

は、発達指数 15 （認知 ・適応 ：15，言 語 ・社

会 ： 9 ）で あ っ た 。 また、同時期 に行 っ た S−M

社会生活能力検査の 結果は、社会生活年齢 2 歳

7 か月 、社 会生 活指数 21，7で あ っ た 。 「ち ょ 」

と言 っ て物 を要求 した り、 「と」 と い っ て トイ

レ に 行 くこ とを要求 した りと、限定的で は ある

が音声を用 い て 要求す る様子が み ら れ て い た 。

しか し、全体的に B 児が自発的に要求する頻度

は少 なか っ た 。教育相談 中の 様子 と して は 、 基

本 的には どの 課題 にお い て も従事は 良好で あ っ

たが 、急 に無反応 に なっ た り、 逆 に活動水準が

高 くな りす ぎて指示が 入 りに くくなっ た りする

など 、
コ ン トロ ール する こ とが 難 し い こ とが あ

っ た 。 また、課題 中に誤 反応が続 くとプ ロ ン プ

ト依存に な る傾 向が あ っ た 。

　家庭場面で は、タオ ル を振 り回す 、 絵本を ぱ

らぱ らめ くる と い っ た こ と に従事す る こ とが 多

か っ た 。 て んかん の 症状がみ られて い たこ とよ

り、常時 2 〜 3 種類の 投薬 を受けて い た。身辺

自立 に つ い て は、着替えは大 まか な行動連鎖は

で きて い るが 、シ ャ ツ の 前後や 靴下の 上 下が 逆

にな っ た り、取り掛か る まで に時間がかか り母

親がそばに い ない とで きな い とい う報告が あ っ

た 。 排泄や 食事は ほ とん ど自立 して い た 。 家族

構成は母親 とB 児の 2 人だ っ た 。

　 （2）参加児の 母親 ：A 児 、 B 児 の 母親に対

して指導者が本研究に関する説明 を行 い 、参加

協力の 同意 を得 た 。
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　A 児 の 母親は、平 日は ほ とん ど働 い て お り、

朝 8 時ごろ に保育園に A 児と妹を預け、夕方18

時 ごろ帰宅 し、 帰宅後は夕食の 準備 や洗濯 とい

っ た家事に大半の 時間を割 き、 A 児 や妹 と関わ

る 時間を設ける こ とが 難 しか っ た 。 A 児の 帰宅

後 にみられる行動 （洗濯機 の ボタ ン や電気 の ス

イ ッ チ を押す）に関する機能的アセ ス メ ン トの

結果 とそ の 対応 につ い て 話 し合 い と助言 を行 っ

たが 、 母親の 時間的余裕がない た め に 、 予防的

な対応や代 替行動の 生 起に 向けた対応 を十分 に

とる こ とが で きず、結果的に新規 の お もち ゃ を

用意する こ とで 、
一

時的に それ らの行動はほ と

ん どな くなっ た 。 排泄に つ い て は 、 定時排泄 と

排泄に 関する記録 を母親に依頼 して い たが、母

親が家事 をして トイレ に連れて い くこ とを忘れ

た り、 A 児 を トイレ に誘 っ て も拒否 した り、 ト

イ レ に他の 家族が入 っ て い る こ とで 間に合わ な

か っ た りと 、 記録 は継続的に つ けて い た もの の 、

定時 に連れて行 くこ とが 難しか っ た 。 記録用紙

は 毎週指導者が 母親に渡 して い た 。

　 B 児の 母親は、平 日はほ と ん ど働 い て い るた

め、 B 児は学校が 終わ る とデ ィ サービ ス や近所

に住んで い る祖 父母の 家で 過 ご し、夕方17時ご

ろ母親が 迎 えに行っ て家に帰宅して い た 。 本研

究 を実施す る 3 年前 （X − 3年） に教育相談 の

面接 の 中で 第 1 著者以外の 指導者か ら応用行動

分析に 基づ い た講義を受けた こ とが あっ た。 そ

の 中で、家庭で行う課題 （着替え等）を設定し、

筆記記録 を つ けて 指導者に提 出 し、フ ィ
ー ドバ

ッ ク を受 けて い た 。 しか し介入終了後 の 維持が

み られな い とい う問題が 挙げられ て い た 。 そ の

原 因として、母親の 課題 に対す る優先順位 が低

か っ た り、課題 の 準備の 負荷が 高か っ た りする

こ とが 考えられた 。

　 （3）指導者 ：指導者は応用行動分析学を専

門 とする大学院生 （第 1 著者）で あ っ た 。 集団

形式の ペ ア レ ン トトレ ーニ ン グや 、 大学の教育

相談の 中で親 との 面接 を中心 とした家庭支援の

経験が約 2 年あ っ た 。

　 2． 目標行動の選定

　参加 児の 目標行動は、 自助ス キル の 中か ら選

定 した 。 そ の 理 由は毎日定時に 生起機会があ り、

親に よ る指導が比較的容易と考えられ たか ら で

あ っ た 。 また 上記の 理 由に よ り、
ビ デオによる

目標行動

　プロンプト

圃

圃

嚼

−
1
■

■一

■巳

■一

エ ラ
ーパ ターン

Fig．1　参加児の 目標行動 と 親 の エ ラ ーパ ターン に対する予防方法
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自閉症障害児の 母親 に対す る ビデ オ フ ィ
ードバ ッ ク とチ ェ ッ ク リス トを用 い た 介入 の 効果

撮影 も可能で ある と考えられ た 。 また ベ ース ラ

イ ン 期前に 目標行動を選 定 し、両参加 者 とも

「着替え （服を着る）」を設定した 。

　両参加児 と も、 シ ャ ツ を着る 、 ズ ボ ンをは く、

靴下 をは く等、 大 まか な行動連鎖は 自発的に遂

行する こ とがで きるが、シ ャ ッ の 前後が逆 に な

る、服を着る順番を間違える とい っ た問題が共

通 して 挙げ られた 。 子 ど もの 状態 よ り、前後の

弁別刺激や プロ ン プ トをシャ ツ の タグや 、 シ ャ

ツ に記入 した名前にする こ とが難 しい と考えら

れ た 。 した が っ て 、 着替 えの 中で も 「シ ャ ツ

（上 着 と下着） を着る」行動に絞 っ て 課題分析

を行V丶 前後が逆 に ならな い 着方に つ い て 課題

分析 した。 その結果、  シ ャ ツの 裾 を持 つ
、  

裾 を持 っ た ま ま （手を離 さずに）頭 にか ぶ る 、

  裾を持 っ た まま引 っ 張 っ て 頭 を出す 、   ・ 

手 を袖に通す （右 ・左）、の 5 つ の 単位行動に

分け られた 。 課題分析は基本的に は母親が 行っ

たが 、   と  の 行動項 目に つ い て は指導者が助

言 した 。 また両参加児 に共通 してみ られた エ ラ

ーパ ターン と して 、 シ ャ ツ か ら頭 を出す際に 前

後が回転 して しまうこ とがあっ た 。 したが っ て、

シ ャ ツ の 裾はあ らか じめ ま くっ て お き、裾 か ら

襟首 まで の 長 さを短 くす る こ とで 、 シ ャ ツ が 回

転 して前後が逆 に なる こ と を防 ぐよ うに した 。

参加児の 目標行動 と エ ラ
ーパ タ ーン を Fig．1に

図示 した 。

　 3．設定 と道具

　本研究で は 、 家庭場面で母親が子 どもに対 し

て課題 を行 い 、 その と きの 様子 を母親が ビデ オ

Fig．2　家庭場面 に おけ るセ ッ テ ィ ン グ （上 ：A 児，下 ：B 児）
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撮影 した 。 A 児は家庭で 使用 して い たビデ オカ

メラ を用 い 、 B 児は故障 して い たた め、大学の

ビデ オ カメ ラ を貸 し出 した 。 使用 した ビデ オ カ

メ ラ は 、 A 児 はDV テ
ープ に保存す る タ イプ の

もの で 、 B 児 は ハ ー
ドデ ィ ス クに保存す る タ イ

プの もの だ っ た 。 また 、撮影され た ビデ オ はそ

の 場 で ノ
ー

トパ ソ コ ン に つ な げて 視聴され た。

　介入 で使用 した映像は、タイ ム ラ グ の 問題 や

指導者の 負担 を減 らす ため に 、 母親が教育相談

時に持参 した 1 週間分の 映像 をその まま使用 し

た 。

　 参加者 の 家庭場面 にお け る セ ッ テ ィ ン グ を

Fig．2に示す。　 A 児は、居 間の
一

角の 廊下側の

扉か ら近い 場所 で 課題 を行 っ た 。 こ れは風 呂か

ら居 間まで の 動線 と、 で きるだけ A 児の 逸脱行

動が生起 しや す い 場所か ら離れ る （ソ フ ァ
ー

の

上 で 飛び跳 ね る 、 2 階 へ 行 っ て しま うと い っ た

行動がみ られたため）こ とを考慮 して 決定した。

着替 える場所には低い 机が あ り、そ こに着替え

る服や強化子 （チ ョ コ レー ト）を置 くように し

た 。
ビ デ オカ メ ラ は近 くの棚 に設置 され 、 A 児

と母親が 映る ように 設置された 。 A 児が 部屋 中

を動 き回 る こ とか ら、椅子 を用意 し、座 っ て 着

替える よ うに す る こ とで 課題か らの 逸脱 を防 ぐ

よ うに した 。 また、妹 も同時に対応 しな けれ ば

ならな くなる と、母親が A 児 に集 中し て 関わ る

こ とが難 し くな るため 、 A 児 と妹を祖父母の ど

ちらか に お風 呂に 入れ て もらうよ うに し、 先に

A 児をお風 呂か ら上 が らせ て 、母親が A 児 の 着

替 えをみて い る間に 、 祖父母が妹 の着替えに対

応する よ うに した 。

　 B 児 は 居間の 横 にある和室 で課題 を行 っ た 。

和室 に は B 児 の 着替えが 置い て ある こ とか ら、

もともと着替えの 場所 として使用 して い た 。 し

たが っ て B 児 もお風 呂の 後や起床後、着替 える

た め に 自発 的に和 室 に行 く様子が み ら れ て い

た 。 ビデ オ カ メラ は B 児 と母親の 近 くに三脚 を

用 い て設置され た 。

　 4 ．手続 き

　　（1）ベ ー
ス ラ イ ン 期 ：書面 と 口 頭で ビデ オ

撮影の 方法に つ い て 教示 した 。 教 示の 内容 は 、

撮影画面 に母親 と子供の 両者が 映る よ うにす る

こ と、ビデ オ カ メ ラを固定す る の に三脚 や棚 を

使用する こ と、ビデ オ カ メ ラの 操作手続 きに つ

い て で あ っ た 。
ベ

ー
ス ラ イ ン の 期間は A 児が 2

週 間 ， B 児が 1週間だ っ た 。

　 （2）介入期 ： 1 ）親の 適切行動に 関する 口

頭 と書面 に よる教示 ： A 児 の 母 親に対 して は、

目標行動の 課題分析、目標行動に対する強化子

の 提示 、 環境調整 、 プ ロ ン プ トの 提示 方法 につ

い て、 3 回に分けて 口頭 と書面で教示 した （3

週間）。 「3 ，設定と道具」の 中で記述 した 環境

設定や 使用 した強化子に つ い て は 、 こ の 時期に

母親との 話 し合 い の 中で 決定 した 。

　 B 児の 母親に対しては、介入 の 履歴が あ っ た

こ とよ り、A 児と同 じ内容に つ い て 1 セ ッ シ ョ

ン （期 間は 1 週間） を使 っ て 口 頭 と書面で 教示

した。

　 2 ） ビ デ オ フ ィ ー ドバ ッ ク とリ ハ ー
サ ル の 実

施 ；A 児 は 1 週間、 B 児は II週間実施 した 。
　 B

児 は、前半 6週間で は下 着を中心に、後半 5 週

間で は上 着を 中心に介入 を行 っ た 。

　  ビ デ オ視聴 と母 親による コ メ ン ト ：セ ッ シ

ョ ン の 前の 1 週 間で 撮影 して きたビデ オ を母親

と指導者が
一

緒 に 視聴 し、指導者が母親に対 し

て 「自身の 適切行動が 生起 して い る か」「子 ど

もの 目標行動 が生起 して い るか 」に つ い て コ メ

ン トする よ うに促 した 。 B 児の 母親は 1週 間に

1 〜 2 回の 撮影だ っ たた め 、 す べ て の 映像 を視

聴 した が、A 児の 母 親は 1 週間に複数回撮影す

る こ とが多か っ た た め 、 基本的 には週 の は じめ

と終わ りに撮影 した もの を 2場面抽 出 し、視聴

した 。

　   リハ ー
サ ル と フ ィ

ー
ドバ ッ ク ：A 児の 母親

は A 児 の 個別指導終了後、プ レイル ーム で 直接

母親が A 児に課題 を実施 した 。 B 児の 母親は観

察室で指導者 と
一

緒 に 、 リハ ーサル を行 っ た 。

　 3 ）チ ェ ッ ク リス トの 使用 ：ビデ オ フ ィ
ー ド

バ ッ ク と リハ ー
サ ル の 実施後 、 Fig．3の チ ェ ッ

ク リス トを用い た 。 また大学場面で も、ビデ オ

視聴 しなが ら同 じチ ェ ッ ク リ ス トに記入 し、母

親の 適切行動 と子 どもの 目標行動の 生起の 有無
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自 閉症 障 害 児 の 母 親 に対 す る ビ デ オ フ ィ
ードバ ッ ク とチ ェ ッ ク リ ス トを用 い た介 入 の 効 果

お着替えチェックリスト（お母さん 用）

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

  集中で きる環境を整える
（ドアを閉 め る、いす の 配置 ）

  間 違え る前に 援助する

〔服の 着方，成功体験を積む ）

  できたらほ める・ごほ うびをあげる

〔各ステ ップでほめる・
ひとっ 着るこ とがで きた らご ほ うび ）

メ モ

朝 の 着 替 え チェッ クリスト

／ ／ ／ ／ ／

  脱衣用の か ごを用 意す る

  服を順番に 重ね て お く

  服を脱ぐ・かごに 入れ る

  服を着る（頭を 鬼 こ 出す）

  洗濯機まで 持っ て いく

Fig．3　使用 したチ ェ ッ クリス ト （上 ：A 児，下 ；B 児）

に つ い て コ メ ン トす る よ うに指 導者 が教 示 し

た 。 2 ） と同様、チ ェ ッ ク リス トを用 い た ビ デ

オ フ ィ
ー ドバ ッ クを行っ た後で リハ ーサ ル を行

っ た 。 A 児は 8 週 間、　 B 児は 7 週間実施 した 。

　 5 ．実験デザ イ ン

　実験 デ ザイ ン は 、 参加者間多層ベ ー
ス ラ イン

デザ イン を用 い た 。

　 6．従属 変数とデータ収集

　 （1）母親の 適切 行動の 生起率 ：母親 の 適切

行動は 、  シ ャ ツ の 裾を ま くっ て お く、  両手

で 持 つ ように援助す る、  手を持 っ た まま頭 に

か ぶ る ようにす る 、   手 を持 っ た まま頭が 出る

ように援助す る 、   強化の 5 つ の 項 目に つ い て

評価 した 。   、  、  に つ い て は、で きるだけ

子どもが 誤反応 しない よ うに、即時 にプ ロ ン プ

トを提示する こ とを適切行動 と して 定義 した 。

  の 強化 につ い て は、A 児の 母親はチ ョ コ レー

トの 提 示 と称賛 、 B 児 の 母親は称賛の み と し

た 。

　 （2）子 どもの 目標行動の 自立 遂行率 ：子 ど

もの 目標行動は、  両手で持 つ 、   両手で 持 っ

た ま まか ぶ る、  頭 を出す、  ・  袖 を通す
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（右 ・左）の 5 つ の単位行動に つ い て 、自立的

に遂行する ことが で きたか ど うか を評価した 。

　 （3）観 察者 間
一

致率 ：第 1 著者 と応用行動

分析学 を専門 とす る大学院生が独立 して 、 全体

の 約30％ の 、 母親の 適切行動 と子ど もの 目標行

動の 生起 に つ い て 評価 した 。 観察者間
一
致率は、

親子 そ れ ぞ れ に お い て 、（
一

致 した 行動項 目

数）／ （全行動項 目数） x100 で 算 出 した 。 観

察間
一

致率 は89．3％だ っ た 。

　 7 ．社会的妥当性の 評価

　介入実施後に ビデオ フ ィ
ー

ドバ ッ ク とチ ェ ッ

ク リ ス ト に 関す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し た

（Table　l）。 ア ン ケー トは 4段 階で評価す る項 目

と 自由記述か ら構成 された 。 質問項 目は、介入

の 効果 、 介入内容の妥当性、介入の 実行可能性、

介入 の 頻度や 時期、回数等 に関す る もの で あ っ

た。 自由記述 の 質問項 目は、「ビデ オ の メ リ ッ

トに つ い て 」「家庭で ビデ オ を見返 した か」「家

庭 で ビ デ オ を見返 したい と思 うか」 「そ の 他」

の 4項 目か ら構成 され た 。

皿．結果

　参 加者 の 結 果をFig ．4に示 した 。　 A 児 の 母 親

は、
ベ ース ラ イン期 にお い て は、適切行動が ほ

とん どみ られず 、 子 どもの 自発的遂行 も不安定

だ っ た 。 具体的 には 、 母親が A 児 の 不従事行動

や 逸脱行動に 対 して 叱責した り追 い か けた りす

る様子がみ られた り、何度 も同 じ声か けを行 っ

て も子 どもの 目標行動が 生起 しない （プ ロ ン プ

トの 不足）や 、 その こ と で 母親が代 わ りに課題

を遂行 して しまう （プ ロ ン プ トの 過剰）がみ ら

れて い た 。 また A 児が 着替える こ とが で きて も、

Table　1　社会的妥当性 ア ン ケートの 項 目と結果

質問項 目 A 児母　 B 児母

ビ デ オ ビ デ オを見 る こ とで、お 母 さん の 対応 を見 直す こ とが で きたと思 う。

ビ デオを見 る こ とで、お子さん の 行動を見直す こ とが で きたと思 う。

ビデ オ を見て 、気分が落ち込む こ とが あ っ た。
’

今回学ん だ こ と は 、 他の 場面 で も応用 で きる と思 う。

家庭 で の ビデ オ撮影は負担だ っ た。

＊

ビデ オ （記録媒体）を持 っ て くる こ とは負担だ っ た 。

＊

ビ デ オ を見た時間 は 適切 だ っ た 。

ビ デ オ の 内容は適切だ っ た 。

ビ デオは編集 の 必要があ っ た。

支援者の 説明 は わ か りや す く ・適切だ っ た 。

支援 の頻度は適切だ っ た 。

1 回あた りの 支援 の時間は適切だ っ た 。

442434334444444422432444

筆記記録　筆記記録を行うこ と で 、 お母 さん の対応 を見直すこ とが で きた と思 う。

　　　　　筆記記録を行うこ とで、お子 さん の 行動 を見直す こ とが で きた と思 う。

　　　　　今 回学 ん だ こ と は、他の 場面で も応用 で きる と思 う 。

　　　　　筆記記録 を行 う こ とは負担だ っ た。
’

　　　　　支援者の説明はわか りやす く・適切だ っ た。

　　　　　支援 の 頻度 は 適切 だ っ た 。

　　　　　 1 回あた りの 支援の 時間は適切だ っ た 。

444

−
DO444

4443444

全体 今回の 課題設定 は、お子 さん とお母さん に とっ て 必要な もの だ っ た と思 う。

課題 の 実施に よ り、お 子 さん へ の 対応がわ か っ た と思 う。

課題 はお子 さん に とっ て 負担 が 大 きか っ た と思 う 。

’

課題は お母 さん にとっ て負担 が大 きか っ た と思 う。
＊

430

δ

4

4422

平均得点 3．7 3．5
零

は逆転項 目を示す。
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自閉症 障害児の 母親 に対す る ビデ オ フ ィ
ードバ ッ ク とチ ェ ッ ク リス トを用 い た 介入 の 効果
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　　　　　　　　　　　　　　 Fig．4　介入 の 結果

‘

丸 ：母親の 結果 ， 四角 ：子 ど もの 結果，黒 ：下着 の 結果，白 ：上着の 結果．A 児 の 結果

の 日付は ， 撮影日が わか らなか っ たため ビ デ オ を受け取 っ た 日付 に番号 をふ っ た （例え

ば ， 「7／7   」は 7 月 7 日 に受け取 っ た ビデ オ の も っ とも古 い 映像 となる）．

そ れ に 対す る 強化子 の 提示が み られ なか っ た

り、環境設定 も日に よ っ て統
一

され て い なか っ

た りしてお り、不適切行動が生 起しや す くな っ

て い た 。 これ らの行動は ビデ オフ ィ
ー ドバ ッ ク

実施後 も特 に変化は なか っ た 。 しか しチ ェ ッ ク

リ ス トを導入する こ とで、母親 の 適切行動が生

起す る よ うに な り、子 ど もの 自発的に 遂行 した

割合 も徐 々 に増加 して い っ た 。 特に環境調整や

強化子の 提示 に関す る項 目に つ い て は 導入直後

か らみ られ て い た 。 A 児の 母親が適切 な プ ロ ン

プ トを提示 で きる ようにな っ た の は期間の 後半

に な っ て か らだ っ た。

　 B 児の 母親は 、ベ ース ラ イ ン期 にお い て は、

B 児の 誤反応が生 起 した後に修正する こ とが多

く、修正 も声か けの み で B 児 に と っ て 機能 して

い なか っ た （プ ロ ン プ トの 不足）。 したが っ て

母親の 行動が子 どもの 行動 に左右 され て い た 。

しか しB 児が前後を間違 えず に着 られ る こ とが

間欠的に生起 し、 母親の 適切 なプ ロ ン プ トや 強

化子の 提示は安定して生起 しなか っ た 。 チ ェ ッ

ク リ ス トを導入 した後 で は 、 B 児が 誤反応する

前 に適切 な プ ロ ン プ トを提示 した り、で きた ら

す ぐに称賛した りする様子がみられる よ うに な

っ た 。

　事後ア ン ケー トの 結果 よ り、全般 的に高 い 評

価が 得 られ 、 全体 の 平均得 点は A 児の 母 親が
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上 野 　　茜 ・野 呂　 文 行

3．7点、 B 児の 母親が 3，5点だ っ た 。
　 A 児 の 母親

は 「ビデ オ を見 て 気 分が 落 ち込 む こ とが あ っ

た」、 B 児の 母親 は 「ビデ オ を用 い る こ とに対

す る負担感」、「ビデ オ編集 の 必要性」の 項目に

お い て得点が低か っ た。また 自由記述 よ り、A

児の 母親 は 「ビデ オ撮影する こ と で 私の や る気

が で た」「課題 をや っ て い る ときはで きて い る

と思 っ て い て も、 見返 して みて み る と、私が 少

し手伝 っ て い る こ と もあ っ て 、確実に課題 を振

り返るに はビデ オは よか っ た と思 う」と述 べ て

お り、 B 児 の 母 親 も ビデ オ の メ リ ッ トと し て

「見返すこ とが で きる 、 客観的に なれる」「子 ど

もの こ と も自分の 対応 も改善点が は っ き りわ か

る」 と述 べ て い た 。 また B 児の 母親 は ビ デ オが

負担で あ る と評価 して い たが 、 「自宅で とい う

こ と で 正直少 し負担で はある が 、 や っ て み る こ

とで そ の 映 像 か ら気づ か され る点 は多 い と思

う」 と述べ て い た 。

N ．考察

　本研究で は、 2組の 自閉性障害児とその 母親

に対 して 介入場面にお ける未編集 の 映像 を用 い

た ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク と家庭場面 におけるチ

ェ ッ ク リス トを併用す る こ とで 、 親の適切行動

の 生起 に有効か ど うか に つ い て 検討 した 。

　A 児 とB 児の 母親の 共通点として 、 筆記記録

中心 の 介入 を受けたこ とが あ っ たが 、介入中の

記録行動 自体 は生起 して い た もの の 、実際 の 場

面で 指導者 か ら教示 され た こ とを遂行す る こ と

や 、 介入終了後の 維持 、 般化が難 しい こ とが 問

題 として挙げ られ て い た 。 筆記記録に は 「報告」

と 「自己 記録」の 機能が ある と考 えられ るが 、

本研究の 参加者 に と っ て介入で用 い た筆記記録

は 「指導者 へ の 報告」 として の 機能 しか持 っ て

い なか っ た と考えられ る 。 また指導者か らフ ィ

ー
ドバ ッ クを受けて も、 親 の負担感や優先順位

と い っ た 問題 か ら遂行す る こ とが 困難で あ っ

た 。

　上 野 ・野 呂 （2010）は 、 弁別訓練 を含ん だ ビ

デ オ フ ィ
ー ドバ ッ クが 自己記録を促進す る の に

有効で ある こ とを述 べ て い るが 、 本研究で は編

集の 困難性 と タイム ラグ の 問題 よ り、未編集の

映像 を用 い て ビデ オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 っ た

が 、そ れだ けで は親の 行動 は変容 しなか っ た 。

しか し 、 親子 の 行動の チ ェ ッ ク リス トを家庭場

面 と介入場面の 両方で 用 い る こ とで、親の 行動

が変容 し、子 どもも自発的 に着替える こ とが で

きる よ うに なっ た 。 こ の こ と よ り、未編集の 映

像を用 い た ビ デ オ フ ィ
ー ドバ ッ ク とチ ェ ッ ク リ

ス ト形式の 筆記記録 を併用す る こ とで、親の 自

己記録が促進 され る こ とが示唆された 。 こ れは、

チ ェ ッ ク リス トが 弁別刺激や 確立 操作 と して 機

能し （Nelson　and 　Hayes，1981）、親の 自己記録

や行動変容 を促進 した と推測 され る 。 また 次の

介入 まで の間、ほ ぼ毎日繰 り返 し記録 をつ ける

こ とで 、自己記録の 効果が促進 され （Frederik−

sen 　et　al．
，
1975）、 適切行動の生起に効果が あ っ

た と考え られ た 。

　 B 児の 母親は、本課題終了後に 「帰宅後に 鞄

を片付 ける」課題 に取 り組ん だ 。 母親 の 負担 を

考慮 して ビデ オ は使用せ ず 、 親 の 行動 と子ども

の 行動に 関す る筆記記録 を用 い た ところ 、 比較

的早 い 段階で B 児が ス キ ル を獲得するこ とがで

きた 。 こ れは 、B 児 に とっ て 効果的なプ ロ ン プ

トの提示方法 を、 B 児の 母親が ビ デ オ フ ィ
ー ド

バ ッ ク とチ ェ ッ ク リ ス トを通 して 学習す る こ と

がで き、母親の適切行動が他の 場面 に般化 した

と考え られ た 。 こ の ように、介入 の 初期で ビデ

オ フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 い 、親が 自発的 に 自己記

録で きる よ うに なっ た後 に、筆記記録の み の 介

入 に移行するこ ともで きるだろ う。

　本研究で は、ビデ オ フ ィ ー ドバ ッ ク とチ ェ ッ

ク リ ス トを併用す る こ と で 、 親の 適切行動に関

す る教示や筆記記録で 効果が得 られない 親に対

して も、親の 適切行動の 生起 に有効で ある こ と

が 示唆され たが、多 くの ペ ア レ ン ト トレーニ ン

グで は 、 親が 介入場面で講義や演習 を受け、家

庭場面で 実際 に課題 を実施し、結果を記録す る 。

そ して 記録を もとに、指導者や他 の 親に報告す

る 形態が とられ て い る。通常は そ の よ うな流れ

の 中で、親が 自発的 に 自身の 適切行動 が生起 し

て い るか ど うか か に つ い て 自己記録で きる よ う
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自閉症 障害児 の 母 親 に 対す る ビ デ オ フ ィ ードバ ッ ク とチ ェ ッ ク リ ス トを用 い た介 入 の 効 果

に なると考 えられ る 。 しか し本研究の 参加者の

よ うに、筆記記録が単なる 「報告」 として の 機

能 しか持た なか っ た場合、自己記録の トレ
ーニ

ン グをする こ とが必要 である 。 その 上 で ビデオ

を使用する こ とは有効で ある と考え られ る 。

　 しか し本研究の 限界 と して、誰が チ ェ ッ ク リ

ス トを作成す る か とい う問題が挙げ られ る。集

団形式の ペ ア レ ン トトレーニ ン グで は 、 個 々 の

課題や 親に応 じて チ ェ ッ ク リス トを作成す るこ

とが難 しい と考え られ る 。 で きる限 り、指導者

が い な くて も親が 自分で 支援内容や支援手続 き

を再検討 して い くこ とが 望 まし く （Sander ＆

Glynn
，
1981）、参加者自身がチ ェ ッ ク リ ス トを

作成 で きる よ うに して い くこ とが理 想的 で あ

る。そ の ため に親の 課題分析 を行 うた め の プ ロ

グラ ム の 実施や 、幅広 い 参加者に対応で きる よ

うなチ ェ ッ クリ ス トの 項 目の 作成に つ い て検討

して い く必要が ある と考え られる 。 また、すべ

て の 子 どもや家族が同 じ介入の 集中度を求め て

い る わ け で で はな く、複数の 段 階を持 つ 介入の

必要が ある こ と よ り （Warren ，　Fey，＆ Yoder，

2007；Mclntyre＆ Phaneuf
，
　2008）、介入の 個別化

も合わせ て検討 して い くこ とが 重要である 。
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Effbcts of  yideo  feedback combined  with checklist  on  mothers'appropriate  behavior

Akane  UENO  and  Fumiyuki  NORO

  This study  examined  effects  of  video  feedback and  checklist on  rnothersa  appropriate  behavior and

childrenas  target behavior. Two  pairs ofparents  and  children  with  autistic  disorders weTe  participated

in this study,  Both  participants determined to selfcare  tasks which  children  put their clothes  on.  A

multiple  baseline across  subjects  design was  used.  Result indicated that only  video  feedback wasnJt

efficient, but additional  using  checklist  was  sufficient  to improve mothersa  behavior and  achieve  chil-

drenns target behavior at  both training  setting and  home setting.  Thus, using  video  feedback plus
checklist  was  efficient parentsa selirecording,  and  checklist  functioned as parentsl discriminative

stimulus  and  establishing  operation,  The  limit ofthis  study  is checklist  which  instructor draws out.  In

future research,  it considers  which  not  instmctor but parent is able  to draw out  checklist,  In future re-

search, it needs  to produce intervention which  parents draw out checklist  and  apply  for group parent
tralnmg.
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